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研究成果の概要（和文）：　本研究では、2007 年から国土主体機能区計画における中国の環境問題の取り込みを明ら
かにした上、2009 年5 月から国家戦略として発足した海西経済区を取り上げ、発展計画の段階にCO2の排出量削減を計
画し、地域開発の事業地区のエネルギ評価指標を事業評価にしていることを明らかにした。低炭素都市づくりの実現に
は、持続可能な開発モデル地区として選ばれた平タン実験区、アモイ市では、地域開発のフレームワークの検討には、
国の21Agendaによって作成された持続可能な開発の評価指標を適用していること、都市空間戦略レベルでは、新材料、
グリーン建築、公共交通などの面で計画基準を設けていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We are attempting to investigate planning system of China for achieving low carbon
 city. In China, the National Economic and Social Development Twelfth Five-Year Plan and the Agenda 21 of 
China, have programmatic descriptions in sustainable and low-carbon development. A series of action plans 
are implemented at the national level. By taking Economic Zone on the Western Coast of the Taiwan Straits 
as a case study, we attempts to sketch out the general governance framework on low carbon city, and meanwh
ile to analyse the problems existing in the process. We analysed how the economic zone implement innovatio
ns in low-carbon development policies and planning measurements. Low-carbon-oriented planning involves som
e new planning elements and components. It requires some adjustments to existing planning indicators, such
 as clean energy applications, energy efficiency standards for housing and office buildings, the density o
f land development, reductions in motor vehicle and so on. 
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１．研究開始当初の背景 
 
持続可能な社会と地域開発は、近年、取り

上げられた重要な課題であり、国連では「持
続可能な開発に関する世界首脳会議」
（ WSSD:World Summit on Sustainable 
Development）が立ち上げられている。欧米、
日本などの先進国において、ポスト都市化社
会の時代になり、新たな基盤整備の需要が少
ないので、持続可能な社会をテーマにして、
環境保全、高齢者福祉問題、雇用確保、地球
温暖化への対応、自転車の利用、車社会から
の脱出、などの課題が重視されている 
一方、中国の場合、都市化が急速に進み、

経済発展と自然環境保護の矛盾、貧富格差が
突出し、環境負荷は限界に近づいている。中
国では、クリーン経済とエコ産業を発展させ、
汚染物質の排出を削減する努力が必要であ
る。本研究グループは、中国の環境課題に応
えて、都市地域開発などの経済社会発展に関
連する政策だけではなく、自然資源利用と環
境保全、地球規模の環境問題を研究に取り込
み、特における持続可能な開発戦略、省エネ
ルギーと CO2 や廃棄物削減の対策を視野に
入れ、中国では、地域計画を検討するには、
どのように計画制度を設計したのか、空間計
画への環境問題の取り込みについて、どのよ
うな実態があるか、を解明することにしてい
る。 

 
２．研究の目的 

 
海外学術調査の目的について、まず、中国

の国土計画レベルでは、すなわち、国土主体
機能区計画に基づいて、エネルギー消費と環
境生態などの計画対策は、どのように取り込
まれているのか。そして、中国の海西経済区
を取り上げ、実態調査とデータの分析により、
都市化の過程において、地域計画と地域開発
の関連計画制度や事例地区の資料収集を行
い、計画段階において用いられる都市化の評
価基準、環境関連の評価指標などを明らかに
し、必要とされている空間計画の戦略、省エ
ネルギーと排出量削減などの環境問題への
対策は、地域・都市計画の計画手法、地域開
発の施策に対してどのよう反映されている
のか、その実態を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
研究方法としては、中国側研究者の協力の

もとで、中国の国土計画、海西経済区の地域
計画の策定、計画政策の意思決定に関する実
態調査を実施する。具体的には、資料収集、
現地調査、ヒアリングなどの手法をとり、中
国において、国土計画のレベルで環境保全、
自然資源の負荷力などの調査分析、地域の産
業計画で取り上げられているクリーン産業、
車やエネルギー産業などの課題、環境計画で
取り上げられている省エネや CO2 や廃棄物

の削減に関する環境総量規制など、こういっ
た計画課題と環境対策が実際、どのように空
間計画、地域開発に導入されていくか、その
実態と課題を明らかにしたい。 
 
４．研究成果 
平成 23 年度から平成 25 年度まで、科研の

交付期間中に、下記のような研究事項を実施
し、雑誌論文 13 編、学会発表 16 編、図書や
資料集 9編をまとめた。 
具体的には、中国の国土計画では、機能区

を線引きするようにしているが、省エネルギ
ー対策と CO2 などの排出量削減対策に関し
て、計画段階において多くの指標として取り
込まれている。なお、中国の地域計画と地域
開発において、経済圏域を設定し、計画フレ
ームワークに関連して、持続可能な開発戦略、
省エネルギー対策と CO2 や廃棄物の排出量
削減対策などの指標化をはかり、事業評価の
基準として制度化されていることが分かっ
た。なお、都市レベルでは、それぞれのモデ
ル都市において、公共交通や緑建築やグリー
ン産業などの推進対策があり、都市空間発展
戦略計画の形で取りまとめることがわかっ
た。 
そして、関連の指標は 21 世紀アジェンダ

ーの持続可能な開発指標をベースにしてい
ることも分かった。近年は、スマートシティ
の理念を取り入れ、低炭素都市づくりも大き
な転換点に迎えていることも明らかとなっ
た。 
 

研究事項１ 中国における国土計画と地域計
画の新しいありかた 
 
 本研究では、2007 年から中国が環境生態、
自然資源の保全などの環境問題対策を取り
入れ国土主体機能区を計画している実態を
明らかにした。 
中国の国土計画と地域計画に関して、発展

計画、土地利用計画や都市計画との関係を解
明し、国土主体機能区と生態計画との連携も
考察した。東北大学で開催された国際フォー
ラムで成果を発表し、国際誌で研究論文を公
表した。 
  部門計画に関して、国土計画のエネルギー
政策と関連した研究成果として、中国の全都
市を対象に住宅のソラーエネルギー利用の
可能性を評価した。なお、中国ではないが、
ベトナムのエネルギー消費を考慮したコミ
ュニティのスマートグリードの導入可能性
を検討した。なお、交通部門に関して、CO2
の削減も目標としている中国の新幹線の開
発を取り上げ、日本、台湾との比較を行い、
武漢大学で開催された国際シンポジウムで
成果を発表した。 
また、国レベルの持続可能な開発実験区と

環境保全型のエコ工業団地の調査に関して、
清華大学との協力で実施し、エコ工業団地に
関する研究成果を発表した。 



 
研究事項２ 海西経済区における地域開発の
フレームワークと環境問題 
 
 地域の空間戦略計画の策定過程において、
地域開発の基本方針・課題とフレームワーク
の検討では、経済需要と産業構造だけではな
く、環境問題への配慮、開発との矛盾、その
解決方策などを調査する。 
2009 年 5 月から国家戦略として取り込ん

できた海西経済区を取り上げ、発展計画の段
階では、CO2 の排出量削減計画があること、
地域開発の事業地区におけるエネルギー評
価指標を事業評価にしていることを明らか
にした。地域開発のフレームワークの検討で
は、地方政府は国の 21Agenda によって作成
された持続可能な開発方針と評価指標等に
基づいて、低炭素都市づくりへの実現を目標
にしていることが分かった。多くの開発地区
では、低炭素都市づくりを開発や建設の目標
にしていることも明らかであった。 
地域開発のフレームワークと環境問題の

取り込みに関して、アモイ大学、北京師範大
学や中国科学院地理所の研究者に依頼し、ア
モイ、北京の都市交通の資料収集と計画評価
を行った。なお、低炭素都市づくりと深くか
かわる都市緑化の建設に関して、台湾大学、
台北科技大学の研究者に協力してもらい、日
本のクールシティ対策も関連して、台北市の
都市緑化と天津市の都市緑化に関する研究
成果を国際シンポジウム論文集の編集を通
して成果を発表した。 
さらに、環境資源や防災の取り込みについ

て、水資源の利用や水価格の設定に関して、
日本の事例を取り上げ、中国への示唆を検討
した。防災観点から、日中の比較を通して洪
水と道路建設の問題点を指摘した。地域開発
と深くかかわる港や空港の建設に関して、日
本との比較視点で、台湾と中国、日本の港建
設を比較し、台湾の国際シンポジウムで成果
を発表した。 
なお、都市レベルの都市空間戦略計画では、

新材料、グリーン建築、公共交通などの計画
基準を設けていることを明らかにした。また、
低炭素都市づくりを目指した都市デザイン
ガイドラインの検討方法について、中国の事
例地区を取り上げ、デザインガイドラインの
内容を考察し、可視化を試みた。 
 
研究事項３ 海西経済区における地域開発の
実態 
 
海西経済区の地域開発において、厦門地区、

福州地区、三都澳地区を中心に、海西経済区
の地域開発を展開していることが分かった。
これらの地区を中心に、国土主体機能区計画、
空間戦略計画、環境計画に基づいて行われる
地域開発プロジェクトとその実態を調査す
る。 
その中に、持続可能な開発モデル地区とし

て選ばれた福州地区の平タン実験区、厦門地
区のアモイ市では、持続可能な指標を用いて、
都市空間戦略や計画基準の作成実態を明ら
かにした。中国科学院の研究者と共同的に、
アモイ市における低炭素都市づくりの事例
地区に関して資料収集を行い、アモイ市の関
連指標をまとめ、資料集(中国語)の編集や国
際シンポジウム論文集の編集を通して成果
を発表した。なお、成都市の関連地区を対象
として調査を実施した。ほかには、全国のほ
かの持続可能な開発地区の事例を取り上げ、
計画デザインの方法をより具体的に考察し
た。 
 
研究事項４ 海西経済区における総量規制と
削減の取り込み実態  
 
空間戦略計画、地域開発で定められた開発

プロジェクトに基づいて、環境計画による総
量規制の策定、地域ごとのエネルギーの消費
量、排出量の算出、地域の削減目標と方法な
どの検討に関して、中国の多くの都市では、
評価指標を検討した後、都市シミュレーショ
ンに取り入れていることがわかった。本研究
では、アモイ市における空間戦略、たとえば
緑住宅や交通計画の計画対策、平タン実験地
区における関連の評価指標を中心に調査を
実施した。そして、北京市、銅仁地区では、
環境総量規制などの視点から、地域開発や都
市空何戦略で定められた総量規制をコント
ロールするため、シミュレーションの方法で
交通計画や土地利用上の計画課題を模索す
ることにしている。 
さらに、海西経済区ではないが、補足調査

として、総量規制を満たすため、全国で取り
込んでいるエコ環境保全型の工業団地の開
発地区の資料収集、青島市静脈産業の取り込
み、成都市の震災復興地区の取り込みなども
調査した。 
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